
 

 

議案第１号  

 

多古町循環バス久賀ルートの廃止日の決定について 

 

【議決事項（案）】 

多古町循環バス久賀ルートについて、令和４年１０月１日から廃止する。 

 

１．循環バス廃止に向けてのこれまでの経緯と現状について 

 

平成３０年２月開催の多古町地域公共交通会議の中で、循環バスの廃止、デマンドタクシ

ーの拡充について既に確認しています。そのことを受けて、デマンドタクシーについては 

令和元年７月に運行日を週４日とし、令和３年７月にはさらに運行日を週６日に拡大しまし

た。 

また、循環バスについては、令和３年１０月１日に他の２ルート（久賀、常磐・中）に 

先駆けて多古ルートを廃止しました。 

循環バスの年間利用者は、平成２０年度の４３，０５２人をピークに減少の一途をたどり、

令和３年度については、多古ルート廃止の影響も重なりピーク時の３割弱の１１，９２９人

となっています。 

また、運行費用に対する運賃収入は１割を大きく下回っています。加えて、車両更新の目

安となる走行距離については、令和４年４月末時点で久賀ルート約７４万キロ、常磐・中ル

ート約７１万キロと車両の老朽化が著しく、更新時期（目安：走行距離５０万キロ）を大幅

に過ぎている現状となっています。 

このことから、現在運行している２路線のうち、令和４年１０月１日から久賀ルートを廃

止します。なお、常磐・中ルートについては、令和５年１０月１日からの廃止を予定してい

ます。 

 

２．循環バスの代替交通手段となるデマンドタクシーの運行拡充について 

 

デマンドタクシーについては、昨年７月から日曜、祝日、年始を除く週６日に運行を拡大

し、更に利用時間の１時間延長や料金の値下げを図ってきました。循環バス久賀ルート廃止

後の交通手段の確保については、本年７月からデマンドタクシーの運行車両を現状の２台体

制から３台体制へと変更する予定であり、利用者の増加に向けた準備を進めるとともに更な

る利便性の向上を図っていきます。



 

 

 

３．中学生の登下校の通学手段に関するアンケート調査結果について 

 

令和４年５月３１日に開催しました多古町地域公共交通会議の中で、委員から循

環バス廃止後の通学手段について、保護者の声を聴くことも肝要であるとのご意見

をいただきました。そのことを受けて、より詳細な実態を把握するため、中学生の

保護者を対象に登下校の通学手段に関するアンケート調査を実施しました。 

・アンケート調査実施期間：令和４年６月３日（金）～６月１０日（金） 

・対象：多古中学校全校生徒保護者 

・全校生徒数：２８５名 回答者数：２０７名（回収率７２．６％） 

・循環バス久賀ルート利用生徒数：２５名 

回収しましたアンケートを調査・分析した結果、循環バス久賀ルート廃止による

代替手段の確保が見出せないと思われる生徒は、久賀地区の生徒全体（６６名）の

うち１名でした。 

この１名の生徒については、自立登校を促す観点からも自転車通学について推奨

していくなど個別に対応する必要があると思われ、今後、教育委員会と調整します。 

以上のことから公共交通の観点から考察し、循環バス久賀ルートの廃止については支障が

ないものと考え、通学手段としての代替交通手段は設けないこととします。 

 

 

上記１，２および３から多古町循環バス久賀ルートを廃止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 


